
第３回国連防災世界会議について 

 

● 国連防災世界会議はグローバルな防災戦略を策定する国連主催の会議であり、第1回世界会議（1994年、横 
  浜市）、第2回世界会議（2005年、兵庫県）ともに日本で開催。 
● 第２回国連防災世界会議では、2005年から2015年までの国際的な防災の取組指針である兵庫行動枠組(Hyogo  
   Framework for Action: HFA）を策定。 

国連防災世界会議とは 

 
第３回国連防災世界会議は、2015年3月14日（土）～18日（水）に仙台市で開催予定。 
 各国閣僚、国際機関代表、認証NGO等約5千人、全体で約4万人以上が参加する見込み。 
 ポスト兵庫行動枠組の策定が行われる予定 
＜開催の意義＞ 
 ① 兵庫行動枠組の後継枠組（ポスト兵庫行動枠組）の策定 
 ② 幾多の災害から得た教訓、防災技術・ノウハウ等の我が国の知見の発信 
 ③ 東日本大震災からの復興の発信および被災地の振興 

第３回国連防災世界会議の開催 

 

【国内準備会合】 
国連に提案すべき事項、この機会に発信すべき

我が国の知見等について、専門的な見地から検

討し、日本政府事務局に対して助言を行う。 

【仙台開催実行委員会】 

地元関係機関や政府が連携して、本体会議の開

催支援、関連事業・歓迎事業等の企画・調整、

仙台・東北地域の魅力発信等を行う。 

国内 
 

【ビューロー】 
国連加盟国の地域代表11か国（5地域×2代表+ホスト国日本）により構成さ
れる政府間準備会合の幹事会。 

【政府間準備会合】 

世界会議プログラムの作成、承認、ポスト兵庫行動枠組の草稿の作成等を行
う会合。平成26年７月及び11月にジュネーブで開催。 

【地域プラットフォーム】 
世界各地域内（アジア、欧州、米州、アフリカ等）における兵庫行動枠組の
取組を総括し、ポスト兵庫行動枠組に向けた議論を行う、各地域の準備会合。 

国連 

準備プロセス 

資料８ 



  会場 

2015年3月13日
（金） 3月14日（土） 3月15日（日） 3月16日（月） 3月17日（火） 3月18日（水） 3月19日（木） 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

本体会議 新展示施設等 

総合フォー
ラム 

東北大川内萩
ホール 

シンポジウ
ム・セミナー 
  

 
市民会館 
東京エレクトロ
ンホール宮城等 
 
東北4県会場 
 

                        

防災・復興
展示 

せんだいメディ
アテーク、勾当
台公園 
 
東北4県会場 

                        

防災産業展 夢メッセみやぎ 

視察等 
東北4県被災地
等 

歓迎事業 検討中 

第3回国連防災世界会議 全体構成（日程案） 

様々な主体が復興や防災の取組についてシンポジウムやセミナーを開催。 

各国や国際機関、被災自治体、企業等が防災や復興に関わる展示を行う。 
 

防災や復興をテーマにした各主体の出展エリアや物販・飲食出店等を通じた 
国際交流エリアを設定。 

 

防災に関する防災産業展を開催。 

被災地公式視察（スタディツアー）を実施。 

日本政府
主催レセ
プション 

地元実行
委員会主
催レセプ
ション 

「東日本大震災の経験や教訓、震災からの復興を世界へ（仮）」をテーマに
フォーラムを開催。本体会議参加者や市民・国民が広く参加。 

エクスカー
ション 

エクスカー
ション 

開会式・ハイレベル会合・閣僚級会合・テーマ別／HFAセッション、 
HFA2・政治宣言採択、閉会式等が行われる予定。 



１ 

第3回国連防災世界会議の準備状況 

【日本の準備状況】 
○ 国連防災世界会議に係る国内準備会合における検討（2/18～） 
  ①ポスト兵庫行動枠組の策定に向けた我が国の提案内容 
  ②東日本大震災からの教訓、防災技術・ノウハウ等の我が国の知見の発信内容 
  ③東日本大震災からの復興の発信内容、被災地の振興の発信内容  
 

○仙台開催実行委員会の設置（4/17～） 
 ・シャトルバス運行や宿泊等に関する本体会議支援、被災地へのスタディツアー等 
  の関連事業、仙台・東北地域の魅力発信事業、歓迎事業等の企画・調整 
  ・ホームページ（http://www.bosai-sendai.jp/）立ち上げ、ポスター、チラシ、 
   ピンバッチ、 カンバッチ等の作成 等 
 

○パブリック・フォーラム（シンポジウム・展示等）の募集開始（7/11～9/16） 
 

【国連の準備状況と我が国の参画】 

○国連加盟国の地域代表によるビューローが設置され、世界会議の構成等について検討（3/19～） 
  ビューロー構成国（5地域×2代表（アフリカ：エジプト、南スーダン、アジア：タイ、バングラディシュ、東欧：ロシア、チェ 
              コ、ラテンアメリカ：エクアドル、ジャマイカ、欧州：スイス，フィンランド）＋ホスト国日本 計11か国） 

 
○地域プラットフォームへの参画 
  ・5/27～29 米州地域プラットフォーム（エクアドル）    ※亀岡内閣府大臣政務官出席    
  ・6/2～4   太平洋州地域プラットフォーム（フィジー）  ※菅沼第３回国連防災世界会議大使出席 
  ・6/24～26 アジア地域プラットフォーム（タイ）       ※菅沼第3回国連防災世界会議大使出席 
  ・7/8           欧州地域プラットフォーム（イタリア）      ※西村内閣府副大臣出席 

 
○第１回政府間準備会合（7/14～15（ジュネーブ））への参画（※第2回は11月に予定） 
 

第３回国連防災世界会議公式ロゴ 
本ロゴマークは、災害に対して強靱（レジリ
エント）な社会に向けて、人々が共に手を携
えて行動を起こすイメージを表しています。
また、５つの色は、「兵庫行動枠組
（HFA）」の５つの優先行動を表しています。 

http://www.bosai-sendai.jp/


2013 2014 2015
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国連
総会等 　　　　　●国連総会 ●国連総会

　　　　　（ISDR決議） （防災サイドイベント）

        ●ビューロー設置

●起草プロセス

　●

　●第1回来日協議

国連事務局から
の情報提供

ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄ

日本政府

　　　　　●第3回実行会議 第5回実行会議

(12/24) （7/29)

国内準備会合 　　●第1回 　　●第2回 　　　　 ●第３回 　　　　　　

         (2/10)          (4/18)

　　●第1回  　●第2回

        (12/18)         (4/11)

仙台市
●推進協議会設置（10/24） ●実行委員会の設置(4/17）

地元委員会

6/24～26 7/14～15 11/17～18 3/14～18

第3回国連防災世界会議　準備スケジュール

関係省庁企画
推進会議

（5/30)

関連会議

国連準備
ミッション

防災対策実行
会議

　　　　　●第１回　●第２回　●第３回　　 　●第４回　　　 ●第５回　　　●　●

　　　　　　　　　  第６回　第７回

               (3/19)      (4/4)       (4/24)           (5/21)           (6/13)       (7/4)(7/7)

　経済社会理事会
（防災サイドイベント）

　●ESCAP総会（防災サイドイベント）
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